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難易度
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宿題の量

　科目名

授業内容

授業形式

　単位数

　サイズ
難易度

Course No.

宿題の量 普通

心理言語学なので、言語学の分,野と心理学
の分野の掛け合わせが興味深かった。内容
の難易度も高い上に、エッセイで求められる
レベルも高くなっていた。とくに、具体的な数
値をつかった研究を紐解いて論拠とすること
を厳しく指導された。セミナーの予習と最終
エッセイは文献が難しく苦労したが、力がつい
たと感じる。

言語学学部の2年生以上向けの授業。言語
障害、子供の言語獲得、第２言語学習、な
ど、脳の働きと言語の関係について、脳科学
と言語学、心理学の面を合わせた研究を学
んだ。

レクチャー1(90分)＋セミナー1(隔週)

20 credits

小

難しめ

中

やや難しめ

多め

津田塾でも学んだことのある分野だったが、
セミナーでは周りが自分以外イギリス人だっ
たこともあり、特に音声面の分析では現地の
学生についていくのが難しく、毎回のセミナー
後に教授に個人的に解説をしてもらってい
た。特にテストは不安があったが、複数のト
ピックから得意な分野を4つ選択することがで
きたので、なんとかパスすることができた。

Psycholinguistics

授業内容

サイズ
難易度

Course No.

　コメント

宿題の量

コメント

授業形式

単位数

サイズ
難易度

Course No.

普通

多め

　コメント

宿題の量

コメント

科目名

履修したすべての科目についてお書きください

　記入年月日

Key Concepts of English Language Study
One

授業形式

単位数

科目名

授業内容

Laguage: Structure and Sound

言語学学部の授業。音韻論と音声学、統語
論を中心に、言語学の基礎を学んだ。時間制
限のオンラインテストでは、実在するマイナー
言語の言語データをもとにそれぞれの要素の
役割を推測する力が求められた。評価はエッ
セイとテスト。

レクチャー2＋セミナー1

20 credits

普通

毎週のセミナーでは、事前に配布される文書
をレクチャーで学んだ知識をもとに自分たちで
分析し、意見を持ち寄ってディスカッションを
行った。セミナーの人数が少なかったため、挙
手制ではなく全員の意見がきかれ、フィード
バックも丁寧にもらえた。個人的には自分の
英語のレベルに臆することなく現地の学生と
の話し合いに参加しやすい形式だったので、
とてもよかった。

協定校留学【終了】報告書

※津田塾大学海外留学（派遣・受入）奨学金受給者はこの報告書をもって奨学金受給者報告書とします。

　国名 　学籍番号

※現地の様子や大学の風景、ご友人との写真を添付して頂けると大変参考になります。ご協力ください。

英国

リーズ大学

※帰国後1カ月以内に提出（送信）してください。

　氏名　留学先大学

　留学期間

津田塾大学国際センター

主な専攻分野： 言語学

2023

内容は複雑ではなかったが、期末テストは制
限時間つきの論述でトピックが3つあり、時間
内にトピックに沿った文献を用いて論理的に
説明する必要があったので大変だった。テス
ト勉強では、語句をおぼえておくことと、分野
ごとに文献をいくつか読んで自分なりの理解
と意見をもっておくことを意識した。

Meaning and Use

言語学学部の授業。意味論と語用論の基
礎、社会言語学を学んだ。レクチャー前に教
科書の予習と論文に目を通し、セミナーでは
実践的に問題を解いた。評価は期末のオンラ
イン論述テストが100％。

レクチャー2＋セミナー1

20 credits

中

普通

英語学部の授業。文法や英文構造の分析、
修辞法について学んだ。演習では法廷での尋
問のレトリックの分析、広告分析、政治演説
の分析をした。評価はエッセイ、グループプレ
ゼン、オンラインテストの総合点。

レクチャー2＋セミナー1

20 credits

大
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Introduction to Musical Theatre

レクチャー1(120分)

20 credits

中

普通

Theatre Performanceの授業のひとつ。ミュージ
カルの歴史や舞台演出についての基礎を学ん
だ。演劇の構成・構造や、歴史的背景、衣装、
ダンス、音楽表現などさまざまな角度から批評
を行った。評価はグループプレゼンとエッセイ。

宿題の量

サイズ

コメント

科目名

授業形式

単位数

コメント コメント

科目名

授業形式

単位数

音楽学部の授業。ルネサンス期からEDM
まで、また民俗音楽など、さまざまな時代
や地域の音楽を広く学んだ。レクチャーで
基礎的な知識を学び、セミナーでは複数
の文献を読んで批評を行った。評価はレ
ポート2本。

授業内容

科目名

授業内容

多め

Music in History and Culture

コメント コメント

宿題の量

レクチャー2(時々3)＋セミナー1

宿題の量

授業内容

他の学部の授業に比べて、圧倒的に留学生が
多かった。国内、海外のもの問わず、ミュージ
カル観劇が趣味だったため受講し、休みの日
はウエストエンドに通った。エッセイでは自分の
批評したいミュージカルのトピックの英語文献
が少なかった(ドイツ語圏やフランス語圏発祥
のもの)ため、途中でトピックを他の演目にかえ
るなど苦労したが、自分の興味のある分野と授
業で学んだことを上手く盛り込んで完成させる
ことができた。

難易度
Course No.

サイズ

少なめ

授業形式

単位数

サイズ
難易度

Course No.

私が取っていた中で、最も1週間に授業
が多いモジュールだった。セミナーまでに
大量の論文を読んで理解し、自分なりの
意見をまとめておく必要があったので大
変だった。レポートのトピックが難しく、他
の授業とも形式が大きく異なっていたた
め、完成させるのにかなり時間がかかっ
た。授業内容以外に個人的に興味をもっ
た分野の深掘りをする上で、論理性と音
楽批評の知識が求められた。

コメント

20 credits

大

やや難しめ

難易度
Course No.
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1 人部屋 広さ
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レクチャーは予習をして指定された文献を読んでいれば問題はなかったけれど、セミナーは特に大人数のグループ
ディスカッションではなかなか発言ができずに苦戦しました。なかなか自信がもてず発言の機会を逃してしまうことが
多かったですが、少人数のグループでは事前準備をすることで話し合いに参加したり、先生に聞きに行くなどして追
加の資料をいただいて復習したりなど、工夫をしました。

授業以外の活動についてお書きください

授業において困ったこと、その解決法について教えてください

食事についてコメントを書いてください

寝具や生活用品の入手方法

寮（またはアパート、フラット）の生活について教えてください

寮（またはアパート、フラット）名とその場所

Ellerslie global residence 大学のユニオンの近く

Ensuite(バス・トイレが部屋にある)と女子寮を申し込んでいましたが、バス・トイレが共用で男女混合の寮でした。食事
付きプランにしていたので、基本的に休暇期間以外の平日は食堂で食べていました。

設備についての簡単な説明

食事は基本は食堂で食べていました。休暇期間中は簡単に自炊をしていました。大学近くにはアジアンスーパーが
あったので、調味料も手に入れやすかったです。

言語交換の制度をつかって、イギリス人とペアになってお互いに英語と日本語の添削や会話の練習をしました。ま
た、日本語学部で日本語を学んでいる学生のアシスタントのボランティアに参加して、書き言葉やディスカッションなど
をしたりしました。ソサエティはLanguage Partnerとその友達に誘われて、途中からコーラスソサエティに入り、週に一
回ポップスの合同練習をするなどしました。最初のうちはJapanese Societyにも入っていましたが、パブやクラブなど
に行くことに疲れてしまい、後期はほとんど行っていませんでした。

寝具は一式揃っていたので、個人的に用意する必要はありませんでした。調理器具は近くのスーパーで揃えました。

生活の感想

語学研修中の寮は女子寮で、フラットメートが5人だったので距離が近く、一緒にごはんをつくったりお出掛けしたりな
ど頻繁にしていました。引っ越し後も旅行をする仲です。交換留学のプログラム開始後の寮は、食事付きであったこと
と男子が多かったこともあって、イベント以外はそれほど交流はありませんでした。ただ、Common Roomにグラウンド
ピアノがあり時々練習でき良かったです。また、Common Roomが広く映画観賞用の大きいスクリーンなどもあったの
で、授業でつくった友達やイベントで出会った友達を招いて遊んだりしていました。

部屋について

ルームメートについて

畳くらい
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円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

その他（ ) 円

　　　 　（ ) 円

　　　 　（ ) 円

円

換算率 （ 1 =

8

　

留学前の準備について教えてください

卒業生の寄付による奨学金

日本から持参すべきもの

（現地通貨）

合計

1,403,100

食費

引越し（往復で）

350,000

住居費

留学前にしておけばよかったこと

6,274,320

受給した奨学金（留学用、給付）があれば記入してください

(イギリスは乾燥しているので)乾燥対策のもの、ビタミン剤など

180 円）

7,795

1,305 234,900

0

語学研修費

なし

留学中に受けた診察（もし差し支えなければ記入してください）

医療保険についてお書きください

渡航前に加入した保険

帰国旅費 100,000

渡航旅費

OSSMA plus

140,000

留学先大学にあった医療保険制度

費用について教えてください（実際にかかった費用のみ記入してください）

オリエンテーション期間にNHSと大学の病院などの登録の説明がありました

最初の頃はリスニング力の問題で一番困ったので、特にリスニング対策に力をいれておくべきだったと思いました。あ
とは、日本のアニメやKポップ、ヒットした映画などを全く知らなくて話に入れないこともあったので、日本の文化に限ら
ずある程度知っておけばよかったと思いました。

留学先学費 17,800

保険 86,120

3,204,000

教材費 0

本学学費 200,000

3,090 556,200
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適応しにくかったこと（学習面・生活面）があれば、記入してください

その他、ご自由に意見を書き込んでください

留学は未知のことばかりで不安な気持ちも沢山あるかと思います。ですが、困難が多くあっても留学を終了する頃に
は「留学に挑戦してよかった」と思うはずです。それほど、留学を通して学べること、成長できることは沢山あります。
ぜひ、留学を迷ってる方、留学を決めて不安に感じている方には、成長できる最大のチャンスだと考えて、飛び込ん
でほしいです。きっと、留学したら「せっかくここまで来たから頑張ろう！」という気持ちの積み重ねで、大きく飛躍でき
ると思います。ぜひ困難をのりこえて楽しい思い出をつくってください。

留学を目指す後輩へのメッセージをお願いします

留学の成果（学習面・精神面）を教えてください

学習面では、特に何本もエッセイを書いたことで複数の文献を読んで傾向をつかみ、批判的、論理的に意見を書い
ていく力が身につきました。また、同時並行で計画的に勉強をしていくことをおぼえました。精神面では、もともとは内
気でなかなか積極的になれなかったのですが、チャンスをみつけて挑戦してみる姿勢が身に付いたと感じています。
一人で海外旅行をしてみたり、学内でのインタビューを受けてみたりなど、短期間でいろいろなことに挑戦しました。
また、せっかく留学に来たのだから友達を沢山つくりたいと思い、言語交換やパートナー制度、インターナショナル生
たちが集まるイベントに参加するなどして、少しずつ友達の輪が広がっていきました。特に、ミュージカル好きの友達
をみつけて一緒に観劇や映画観賞をしたり、少人数のグループで旅行したりできたのも、自分から友達をつくりに外
に出ていったからこそだと思うので、積極的に挑戦をして自信をつけることが精神的に成長した部分です。イギリス人
の友達が日本に遊びに来てくれる予定なので、これからも留学中の友達との交流を大切にしていきたいです。

イギリスの冬は天気が悪く日照時間もかなり短いので、気分が落ち込みました。また、私は人混みや音の大きいとこ
ろが苦手なので、パブ文化やクラブに最後まで適応することができませんでした。最初の方は克服しようとしていまし
たが、新しいことに挑戦しつつ、自分にあった生活をすることも大切だと思うようになりました。結果的には時々イベン
トに参加することで、話していて仲良くなった友達と少人数で遊びに行くことが増えたのでよかったです。学習面で
は、クラスメートに助けてもらったり、先生に授業後に質問しに行ったりすることで、わからないところを解消していき
ました。

今後の学習計画および進路について（就職活動）教えてください

今後は、インターンに申し込んで就職活動を進めていくつもりです。5年で卒業になるので、留学中に専攻していた言
語学と所属のイギリス文学ゼミの勉強に励みつつ、教養科目の学習やその他設置されている副専攻コースなどに挑
戦してみようと考えています。

国際センターホームページへの報告書の掲載を

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※Web掲載を許可する場合は、報告書は手書きではなくパソコン入力してください。
ホームページに掲載する際は、個人情報（学籍番号および氏名）は非公開とします。

※本報告書は国際センターホームページに掲載します。下記のいずれかに✓をしてください。

許可する（写真含む） 写真掲載のみ不可 許可しない


